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たなと思っています。
早川
親が日本の受験システムも分からないということで難しい面があります。例えば、弟が熱を出し
たから期末テストの1日を休んで病院に連れて行った子がいました。お母さんに「テストは 3 日間あ
るから、1日休んでもいいんじゃない？」と言われて、行かざるを得なかったということでした。親
たちとしては、日本の教育システムがどのようなものなのかよく分からないので、自分たちの価値
観でものを考えてしまうわけです。すると、子どもたちとの間に距離ができたり、子どもたちが負
担を背負い込んだりしてしまいます。そこで、何とか力になれるようにということで受験教室を始
めました。ただ受験のときに始めても間に合わないということで、今では、中学生や小学生を対象
にした学習教室や、小学校入学前の子どもを対象にしたプレスクールをやっています。
これは、プレスクールを始めた理由でもありますが、日本で生まれているからといって、彼らは
日本語だけで生活してきているわけではありません。親たちは朝から晩まで仕事をしていて、子ど
もだけが家にいるケースもあります。保育園に預けっぱなしというケースもあります。ですから、
親からの言葉の吸収が非常に少なくて、日本語にしても母語にしても、言語力が発達しきらないケー
スが多いのです。同時に難しいのは、彼らは日本語を第1言語として話していますので、日本語にハ
ンディがあるという意識が少ないです。すると、自分がばかだから分からないのだという結論になっ
てしまって、中学生ぐらいになると自分で努力していくことができなくなってしまいます。その意
味で、とにかく早い段階から少しずつ言語力を高めることで変化があるのではないかということで、
プレスクールに取り組んでいます。
また、私たちは相談活動もやっています。去年1年間で1,600件近くの生活相談がありました。ベ
トナム語、カンボジア語、中国語の通訳がいますが、 9 割はベトナム語での相談です。相談活動を
始めたきっかけは、学習教室をやっている中で、子どもたちから、役所や学校からの書類について、
「これ、どうやって書くの？」と聞かれることが多かったからです。親たちも書けませんから、一番
日本語の分かる中学生ぐらいの子どもたちは頼られてしまいます。病院に弟を連れて行くとか、役
所の手続きを頼まれるとか、そのようなことをやっているうちに、徐々に親子関係が逆転してしま
うケースがあります。例えば、親にもっと勉強しなさいと注意されても、子どものほうは「どうせ
自分がいなかったら何もできないじゃないか」となってしまいます。そこで、何とか親たち自身の
力で、子どもに頼らずに問題解決できるように、親たちのサポートができる場をつくりたいという
ことで相談活動を始めました。
相談事業と同時に、中国語、カンボジア語、ベトナム語で情報発信を行っています。団地放送も
そうですが、簡単な情報誌をつくって各戸に配っています。その中で、このような相談の場がある
ことを宣伝して、できるだけ生活の中で状況が悪化しないうちに相談してもらい、解決していこう
としています。
他に、スポーツ交流として、毎週日曜日にサッカーをやっています。夏場は30人ぐらい、冬場は
20人ぐらいが集まっています。また、団地のバレーボール大会やソフトボール大会にも出るように
しています。そのような場で外国籍の人たちが一緒になって走り回っていると、日本の人たちにも
「日本人とあまり変わらないんだな」という気持ちを持ってもらえますから、スポーツを通して交流
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することは大事です。
さらに、「あいさつロードプロジェクト」として、それぞれの国を象徴する絵と、それぞれの国の
あいさつを子どもたちと描いたりしています。みんなで共通の風景をつくっていくことで、「いちょ
う団地がふるさとなのだ」という意識を育てていきたいと思っています。
「TRYangels」は、防災訓練のサポートをするグループです。多言語でAEDの取扱い等を紹介し
ていますと、最初は見ていただけの日本人の高齢者の方が、少しずつ参加してくれるようになりま
す。地域で活動している姿を見せながら、高齢者の人たちとの関係づくりも行える場として、この
活動は大事だと思っています
毎年10月の「いちょう団地祭り」は、皆さん大変楽しみにしています。当初はなかったベトナム
のお店や中国のお店がどんどん増えて、今では日本のお祭りとは思えないような団地のお祭りに
なっています。ただ、外国人の側も楽しむだけではなく、一緒に準備や片付けをしてつくりあげて
いくことが必要です。ですから、外国籍の子も日本人の子も巻き込んで、準備と片付けに力を入れ
て活動をしています。
最後に、私どもはボランティアを常に募集していますので、興味のある方はご連絡いただければ
有り難いと思います。
河先
では、これで終わりにしたいと思います。きょうはお忙しい中、お時間を割いて来ていただきま
した。どうもありがとうございました。
